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口腔内のチェック



唾液のはたらきには
・消化

消化 ・味覚
・咀嚼の補助

発音発声 ・湿潤

・洗浄
・抗菌

感染防御 ・㏗緩衝
・細菌の凝集
・歯の石灰化

・排泄
全身関連 ・内分泌

・水分平衡調節

唾液分泌を促進する為に
３大唾液腺 を刺激する！！！



口腔乾燥症
入院患者さんには投薬などの副作用で口腔乾燥症の方がいます。

患者さんの歯磨き粉は私たちと同じ歯磨き粉と同じなのでだいたい発泡剤が含まれていま
すが、発泡剤の成分ラウリル硫酸ナトリウムは唾液の主成分であるムチンを破壊すると言
われています。

唾液がないと
・口の中が渇く、ネバネバして不快に感じる
・発声しにくい
・食べにくい、飲み込みにくい
・味覚がおかしくなる
・口臭が気になる
・舌が痛くなる
・虫歯や口内炎が出来やすくなる
・義歯が合わなくなる
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唾液線マッサージ

①上の奥歯辺りを
後ろから前へ
１０回程回します。

②親指を顎の骨の内側の
柔らかい部分に当て
耳の下から顎の下まで
５ヵ所くらいを順番に
５回ずつ押す。

③両手の親指を
そろえ、顎の下から
上にグーッと押す。



舌の体操

①口を開けたまま
舌を前方に出す

②口を開けたまま
舌を左右に動かす

③口を開けて舌先で唇をなめる
口を閉じて口腔内で舌を回す
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唇のストレッチ

唇を上下それぞれに
3分割した
1〜6の部分を自分の唇で
確認しましょう。

１～６の部分を、それぞれ人差し指
と親指でつまみます。
１ヵ所につき５回程度伸ばしたり縮めたり
ストレッチしましょう。



『パ』 ＝ 唇を閉じる運動

『タ』 ＝ 舌で上あごをグッと押す運動

『カ』 ＝ のどの奥に力入れる運動

『ラ』 ＝ 舌を丸める運動



ぶくぶくうがい
・唇を閉じる筋肉
・頬を膨らます筋肉

食後のうがいだけでも、口腔内の付着物がかなり除去
できる。



ブラシなどがあたると痛い場所

頬小帯

上唇小帯

下唇小帯

頬小帯



①ブラシは必ず湿らせて水気をしっかり切る。
②義歯が入っていたら外す。

③口腔内にブラシを入れてる時に口を閉じたときは無理やり抜かず
に声掛けしながら口を開けてもらうよう促す。スポンジブラシは無理
やり抜こうとすると噛み千切り飲み込む可能性もあります。



ブラシの動かし方は奥から手前へ



綺麗な水

汚れた水

ベッドサイドでする場合はコップを
２個用意し、患者さんの口の中に
汚れた水で洗ったのを
そのまま入れないようにしましょう。



スポンジブラシの洗浄方法

①水に浸し湿らせる ②水気を絞る ③ペーパーでしっかり水気をとる ④口腔内へ

⑤スポンジについた ⑥水で洗う ⑦水気を絞る ⑧ペーパーでしっかり水気をとる
汚れを拭き取る



歯ブラシの当て方

歯と歯茎の境目は歯ブラシを斜めに
あてて歯茎を傷つけないように

前歯の裏側は
縦磨き

歯と歯の間に歯ブラシの毛先が
入るようにゆっくり横磨き



タフトブラシ

歯と歯が重なりあってる所
歯ブラシでは届きにくい奥歯

残根 歯が少ない時
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歯間ブラシの使い方

ポンティックと歯茎の間に隙間があると
詰まりやすくなるので歯間ブラシを挿入し
横にスライドさせて食渣を除去する

歯と歯の隙間に挿入し
前後に３回程動かす

隣に歯がない所は歯ブラシが
入りにくいので歯間ブラシを使う

奥歯は頬側と舌側の
挿入しやすい方から
入れる

歯間ブラシは毛先がボ
ロボロになるまで使え
るのでしっかり洗って
乾燥させて清潔な状態
を保ちましょう。
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①毛先についた汚れをとる ②水で洗う ③水気をとる

この順に繰り返し行う



歯ブラシやスポンジブラシの替え時



義歯の役割

・残っている歯を守る
・上下に義歯があることにより下顎の場所が安定する
・嚥下時に舌に力が入り圧力を高める
・咬むことにより脳への刺激を与える
・言葉をはっきり発音できる
・直立した姿勢が安定し、歩行の安定にもつながる



頬を伸ばすようにマッサージ

脱感作
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口腔ケア 資料参照

部分入れ歯のクラスプ(歯にかけてあるバネ）で粘膜や口唇を傷つけないように気をつける。



総入れ歯は下から外して上を外す。入れるときは上から入れて下を入れる。
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就寝時は義歯を外す

①顎や歯茎の骨や粘膜を休ませる

②就寝時の唾液の分泌量低下による細菌の増殖を少なくする

③義歯の誤飲を防ぐ



汚れが付きやすい場所

歯と歯の間

歯と歯茎の境目

クラスプ(バネ)の部分



義歯の内側外側に汚れが残ったままだと口臭・カンジダ性口内炎・誤嚥性肺炎などの原因になります！！





義歯性潰瘍

痛みや傷があるが義歯をはめたままにしている



義歯が割れたまま使っている



前歯がないので見た目を気にして差し歯を歯茎の上にのせて日中過ごしている



乾燥
付着物
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ご清聴ありがとうございました


